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核兵器禁止条約交渉会議に連帯しよう！ 
 

国
連
史
上
初
め
て
の
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
会
議
」
が
三
月
二
十
七
日
に
始
ま
り

ま
す
。
昨
年
の
国
連
総
会
で
は
、
今
年
中
に
二
回
の
交
渉
会
議
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
第
一
回
目
が
三
月
二
十
七
日
。
こ
の
「
交
渉
会
議
」
に
連
帯
す
る
署
名
宣
伝
活
動

が
三
月
二
十
五
日
梅
田
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
前
で
歌
声
響
き
華
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
団
体
か
ら
二
十
六
名
が
参
加
し
、
三
十
八
筆
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

「
国
連
史
上
初
め
て
」 

 
 

と
署
名
す
る
人
も 

  
「
こ
ん
な
会
議
は
、
初
め

て
開
か
れ
る
の
で
す
か
」
と
、

高
校
生
か
ら
の
質
問
。「
そ
う

な
ん
で
す
。
す
ご
い
こ
と
な

ん
で
す
」
と
答
え
る
と
、
歓

声
あ
げ
て
、
三
人
そ
ろ
っ
て

署
名
に
応
じ
て
く
れ
ま
し

た
。
他
の
男
子
高
校
生
も
春
休

み
で
買
い
物
に
来
た
と
、
署
名

に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た 

 

六
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動 

 
 

参
加
者
も
訴
え
ま
し
た 

 

六
月
十
五
日
に
は
、
国
連
で

の
第
二
回
目
の
「
交
渉
会
議
」

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
会
議 

 

署
名
に
立
ち
止
ま
っ
て
く
れ
る

こ
と
で
す
。
外
国
の
人
も
多
く

て
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
署
名

を
し
て
ほ
し
い
」
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
六
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
行
動
に
つ
い
て
は
、「
も
う
と

て
も
楽
し
み
で
。
一
緒
に
行
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
大
教
組
の

中
林
さ
ん
に
四
月
か
ら
英
語 

は
、
大
教
組
、
ヘ
ル
ス
コ
ー

プ
お
お
さ
か
、
か
わ
ち
野
医

療
生
協
、
耳
原
病
院
、
西
淀 

労
連
で
す
。
ま
だ
、
検
討
中

の
団
体
も
あ
り
、
六
月
で
の

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
決
議

へ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。 

  

日
本
政
府
へ
の 

 
 

願
い
が
署
名
に 

  

吹
田
市
か
ら
来
ら
れ
た

女
性
は
、
「
こ
の
交
渉
会
議

に
日
本
政
府
は
ど
う
い
う

態
度
な
ん
で
す
か
。
ち
ゃ
ん 

ー 
 

に
は
、
大
阪
か

ら
岩
田
理
事
長

を
団
長
と
し
て

派
遣
団
が
組
織

さ
れ
ま
す
。
こ

の
代
表
団
に
参

加
す
る
岡
本
亮

介
さ
ん
（
大
教

組
・
二
十
七
歳
）

が
署
名
活
動
に

参

加

し

ま

し

た
。
岡
本
さ
ん

は
、「
う
れ
し
い

の
は
、
高
校
生

や
大
学
生
が
関

心
が
あ
っ
て
、

と
出
席
し
て
、
広
島
、
長
崎
の

こ
と
世
界
に
言
わ
ん
と
。
え
っ

出
席
す
る
か
ど
う
か
、
わ
か
ら

ん
の
？
ほ
な
、
出
席
し
て
ち
ゃ

ん
と
言
う
よ
う
に
、
署
名
す
る

わ
」
と
、
署
名
に
応
じ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ポ
ン
と
千

円
札
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
あ
ん
た
ら
、
こ
の
署
名
あ

の
遠
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で

持
っ
て
い
く
ん
の
。
ほ
な
飛
行

機
代
カ
ン
パ
す
る
わ
」
の
千
円

札
で
し
た
。 

 

こ
の
署
名
行
動
に
は
、
大
阪

う
た
ご
え
協
議
会
の
皆
さ
ん

が
最
初
か
ら
参
加
。
美
し
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
の
歌
声
の
演
奏
が

あ
り
ま
し
た
。
歌
声
と
春
の
日

差
し
い
っ
ぱ
い
の
「
国
連
連
帯

署
名
宣
伝
行
動
」
と
な
り
ま
し

た
。 

３
月
２
７
日
、
歴
史
的
会
議
始
ま
る 

 
☆春休みの高校生も集まり、にぎやかに署名 

安 事務 長 義 熱 聞

を
教
え
て

も
ら
う
こ

と
に
な
っ

て
い
る
ん

で
す
」
と
、

期
待
す
る

声
と
決
意

が
述
べ
ら

れ
ま
し
た 

大
阪
代
表

団
は
、
六
月

十
五
日
に

出
発
の
予

定
で
す
。
現

在
の
申
し

込
み
団
体

 

被
爆
者
も
訴
え
ま
し
た
。
寝
屋
川

原
爆
被
害
者
の
会
の
松
山
五
郎
さ
ん 

（
八
十
七
歳
）
で
す
。「
私
は
、
広
島

二
中
の
四
年
生
の
時
に
原
爆
を
浴
び

ま
し
た
。
土
曜
日
が
私
た
ち
四
年
生

の
建
物
疎
開
の
番
で
し
た
。
八
月
六

日
、
月
曜
日
は
一
年
生
の
番
だ
っ
た

の
で
す
。
一
年
生
全
員
三
百
六
十
名

が
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。
私
は
一
年

生
の
無
念
を
思
う
と
、
核
兵
器
な
く

す
ま
で
命
を
賭
け
て
い
る
の
で
す
」

の
心
か
ら
の
叫
び
に
、
多
く
の
人
が

立
ち
止
ま
り
、
聞
き
入
り
ま
し
た
。 
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国連会議不参加の日本政府に抗議文 
 

国
連
で
は
、
三
月
二
十
七

日
よ
り
核
兵
器
禁
止
条
約
の

交
渉
会
議
が
始
ま
り
ま
し

た
。
日
本
政
府
は
、
態
度
を

あ
い
ま
い
に
し
た
ま
ま
開
会

日
を
迎
え
、
開
会
日
に
高
見

沢
軍
縮
大
使
が
「
不
参
加
」

の
演
説
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
大
阪
原
水

協
は
、
三
月
二
十
九
日
、
岩

田
理
事
長
名
の
抗
議
声
明
文

を
発
表
し
、
抗
議
文
を
安
倍

首
相
に
送
付
し
ま
し
た
、
ま

た
抗
議
文
は
、
マ
ス
コ
ミ
各

社
に
も
送
付
。
毎
日
新
聞
が

三
十
日
朝
刊
に
掲
載
し
ま

し
た
。 

 

日
本
原
水
協
は
、
三
月
二

十
九
日
、
首
相
官
邸
前
で
抗

議
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
行
動
に
は
、
東
京
の
被
爆

者
団
体
・
東
友
会
は
じ
め
五

十
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

安
井
事
務
局
長
は
、
「
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器

廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
と
い

い
な
が
ら
、
禁
止
条
約
の
交

渉
に
は
反
対
す
る
と
い
う

日
本
政
府
の
二

枚
舌
に
は
怒
り

を
持
っ
て
、
厳
し

く
抗
議
す
る
も

の
で
す
」
と
、
強

く
抗
議
し
ま
し

た
。
最
後
に
参
加

者
全
員
で
「
日
本

政
府
は
、
被
爆
者

を
裏
切
る
な
」

「
被
爆
国
の
責

任
を
は
た
せ
」
の

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
官
邸
に

向
け
唱
和
し
ま

し
た
。 

４月６・９署名宣伝行動 上六・近鉄前 

４月６日（土）１２時～１３時 
 

被
爆
国
の
責
任
を
！ 

 

核
兵
器
禁
止
条
約
へ 

被
爆
者
の
声
が
国
連
動
か
す 

原発なくせの声続けよう 

３
・
１
１
集
会
意
気
高
く 

 

福
島
第
一
原
発
事
故
か

ら
六
年
目
を
迎
え
た
三
月

十
一
日
、
「
原
発
ゼ
ロ
大
阪

集
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
一
杯
の
六
百
五
十
人

が
参
加
。
新
潟
大
・
立
石
教

授
は
「
地
震
は
原
発
の
最
大

の
リ
ス
ク
」
と
、
現
在
の
原

発
行
政
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
府
下
各

地
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
な
ど
の
取
り
組
み
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
後 

関
西
電
力
の
大
株
主
で
あ

る
大
阪
市
役
所
ま
で
パ
レ

ー
ド
し
ま
し
た
。 

 

 

☆写真右：藤森俊希さん 

 

三
月
三
十
一
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交

渉
会
議
」
は
、
歴
史
的
な
成
果

を
残
し
て
閉
幕
し
ま
し
た
。
第

二
会
期
は
、
六
月
十
五
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。 

 

議
長
を
つ
と
め
た
エ
レ
ン
・

ホ
ワ
イ
ト
さ
ん
（
コ
ス
タ
リ
カ
） 

は
、「
充
実
し
た
内
容
で
、
六
月

初
め
に
は
、
具
体
的
条
文
を
提

示
し
ま
す
。
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
証

言
は
、
核
兵
器
の
非
人
道
的
影

響
を
わ
れ
わ
れ
に
鮮
明
に
思
い

起
こ
さ
せ
て
く
れ
た
」
と
、
発

言
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
会
議
冒
頭
、
藤
森
俊
希

さ
ん
（
日
本
被
団
協
事
務
局
次

長
）
が
被
爆
証
言
。
会
議
二
日

目
に
は
、
セ
ツ
コ
・
サ
ー
ロ
さ

ん
（
カ
ナ
ダ
在
住
）
が
原
爆
の

す
さ
ま
じ
さ
を
訴
え
ま
し
た
。 


